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流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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ζワイΨニղې（औࡐ協 ：ྗＪＦୠഅ所属 松栄ؙ）

《今月の海上安全標語》 ～ぜひ覚えましょう!! ～
　警察は110番。消防・救急は119番。では、海のもしもは？

では、今月も安全操業で！͓ぼ͑ͯるʁ ւのも͠もは １１̔ ൪͓ぼ͑ͯるʁ ւのも͠もは １１̔ ൪
ͽ Μ ͽ Μ ͺ ʔͽ Μ ͽ Μ ͺ ʔ
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表紙の言葉

　但馬の冬の味覚、ズワイガニ。
　今年も11月６日午前０時にズワイガニ漁が解禁となり、
翌朝にはカニを買い求める仲買人たちで浜は活気に満ち
溢れました。
　水揚げされたズワイガニは京阪神地区へ出荷されるほ
かに、但馬地区の観光資源として、地域経済の重要な役
割を担っています。
　「今年はどんな漁期になるか？」
　漁業関係者のみならず、カニを待つ人々が、皆、今後の
漁模様に期待を寄せています。

「ズワイガニ漁解禁」（香美町）
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水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
「
水
産
試
験
場
」
は
、
大
正
13

年
４
月
に
県
庁
内
に
仮
事
務
所
を
置
き
、
１
年
を
か
け
て
施
設
の
新
築

整
備
を
行
い
、
大
正
14
年
４
月
か
ら
明
石
市
船
町
で
業
務
を
開
始
し
ま

し
た
。
本
年
は
、
県
庁
内
に
事
務
所
を
置
い
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
90
年

目
に
当
た
る
年
で
す
。

　

し
か
し
、
大
正
13
年
に
整
備
し
た
庁
舎
は
、
昭
和
20
年
７
月
の
空
襲

に
よ
り
焼
失
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
23
年
４
月
に
同
じ
場
所
に
再
建
、
そ
の
後
、
昭
和
43
年
４
月
の

明
石
市
中
崎
へ
の
移
転
を
経
て
、
平
成
４
年
４
月
に
４
代
目
の
庁
舎
が
、
明
石
市
二
見
町
南
二
見
に

整
備
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、水
産
先
進
国
と
し
て
多
く
の
試
験
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

当
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
も
微
力
な
が
ら
本
県
の
水
産
業
の
振
興
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
沿

岸
・
沖
合
部
の
定
点
観
測
は
、
水
産
の
試
験
研
究
の
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
営
々
と

蓄
積
・
活
用
し
続
け
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
試
験
研
究
テ
ー
マ
で
も
、
昭
和
初
期
か
ら
戦
前
期
ま
で

の
「
新
規
漁
業
の
開
発
」
や
「
漁
具
の
改
良
」、
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
で
は
「
新
規
漁
場
開
拓
に

よ
る
増
産
」
や
「
食
料
と
し
て
の
加
工
・
保
存
」
等
時
代
を
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
度
経
済
成
長
の
時
代
に
入
り
、
臨
海
部
の
工
業
化
・
都
市
化
が
進
む
中
、
そ
れ
に
呼
応
す

る
よ
う
に
試
験
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
漁
場
環
境
の
監
視
」
や
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
支
え
る

増
養
殖
の
技
術
開
発
」
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
「
資
源
培
養
型
水
産
業
の
推
進
」
や
「
豊

か
な
海
の
再
生
」
な
ど
、
今
後
も
時
代
に
よ
り
変
化
し
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
合
わ
せ
漁
業
研
修
館
も
整
備
さ
れ
、
毎
年
５
～

８
千
人
の
小
学
生
が
勉
強
に
や
っ
て
き
ま
す
。研
修
館
整
備
後
す
で
に
20
年
を
超
え
て
い
ま
す
の
で
、

延
べ
10
万
人
を
超
え
る
小
学
生
が
、
こ
の
二
見
の
地
で
栽
培
漁
業
や
海
・
魚
に
つ
い
て
学
ん
で
帰
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
90
年
間
の
試
験
研
究
、
子
供
た
ち
へ
の
20
年
間
の
研
修
。
ど
ち
ら
も
先
人
の
労
苦
と

努
力
な
し
に
は
継
続
し
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
時
代
の
一
員
と
し

て
、
漁
業
者
の
目
線
を
大
切
に
し
た
試
験
研
究
、
海
・
魚
・
漁
業
の
情
報
発
信
の
流
れ
を
途
切
れ
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

90
年
の
歴
史

兵
庫
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー 

所
長
　
山 

村
　
雅 

雄

	 ２	 ようそろ

	 ３	 ＪＦ洲本・ＪＦ炬口合併仮契約調印式
	 	 松葉ガニ漁	解禁!!

	 ４	 兵庫県水産振興議員連盟とＪＦ組合長懇談会
	 	 海難事故をなくそう！

	 ５	 第33回	全国豊かな海づくり大会−くまもと

	 ６	 淡路市で「かいぼり」はじまる！

	 ７	 淡路市立富島小学校で「おさかな教室」開催

	 ８	 ２つの大学イベントで兵庫県産水産物をＰＲ！

	 ９	 「兵庫県民交流団」ワシントン州を訪問

	 10	 大輪田塾だより

	 11	 兵庫JCC通信

	 12	 旬に想う
	 	 「全国ご当地バーガーコンテスト」にニギスバーガーで出展
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
日
本
海
の
冬
の
味
覚
、
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）
漁
が
、
富
山
県
か
ら

島
根
県
ま
で
の
１
府
６
県
で
11
月
６
日

（
水
）
に
一
斉
に
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
兵
庫
で
も
、

Ｊ
Ｆ
但
馬
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
所
属
の
沖
合
底

曳
船
51
隻
が
次
々
に
出
港
し
、
解
禁
の

午
前
０
時
を
待
っ
て
一
斉
に
網
を
投
入

し
ま
し
た
。

　
初
競
り
は
同
日
午
後
か
ら
行
わ
れ
、

浜
坂
漁
港
で
は
こ
れ
ま
で
の
20
万
円
を

上
回
る
、
１
匹
25
万
円
の
最
高
値
を
記

録
し
、
柴
山
港
で
は
「
松
葉
ガ
ニ
初
せ

り
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
地
元
住
民

ら
約
３
、０
０
０
人
が
セ
コ
ガ
ニ
の
味

噌
汁
を
味
わ
う
な
ど
、
各
浜
は
初
水
揚

げ
で
活
気
に
溢
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
但
馬
地
区
全
体
で
の
水
揚
げ

量
は
、オ
ス
ガ
ニ
、

メ
ス
ガ
ニ
と
も
に

昨
年
を
下
回
る
前

年
比
約
89
％
と
な

り
、
水
揚
金
額
は

や
や
品
薄
の
た
め

全
体
的
に
高
値
で

取
引
さ
れ
、
前
年
比
99
％
の
約
１
億
２
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
漁
の
操
業
は
３
月
20
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す

が
、
資
源
保
護
の
取
り
組
み
と
し
て
今
漁
期
か
ら
メ

ス
ガ
ニ
（
セ
コ
ガ
ニ
）
は
12
月
31
日
ま
で
、
若
マ
ツ

バ
ガ
ニ
（
ミ
ズ
ガ
ニ
）
は
１
月
20
日
か
ら
２
月
28
日

ま
で
と
操
業
期
間
を
短
縮
し
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
今
漁
期
の
豊
漁

と
安
全
操
業
を
祈
念
し
ま
す
。

　
11
月
６
日（
水
） 

洲
本
市
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｆ
洲
本
・

Ｊ
Ｆ
炬
口
の
合
併

仮
契
約
調
印
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。調
印
式
に
は
、

Ｊ
Ｆ
洲
本
の
炬
口 

政
胤
組
合
長
、
Ｊ

Ｆ
炬
口
の
西
岡 

勇
組
合
長
を
は
じ

め
、
両
Ｊ
Ｆ
の
役

職
員
、
県
、
市
な

ら
び
に
系
統
団
体

な
ど
約
30
名
が
出

席
し
、
洲
本
市 

竹
内 

通
弘
市
長
、
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
の
立
会
い
の

も
と
、
合
併
仮
契
約
書
に
調
印
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
両
Ｊ
Ｆ
を
代
表
し
て

西
岡
組
合
長
は
「
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
こ
れ
に

対
応
す
べ
く
合
併
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
た
め
、
協
議
を
重
ね
、
本
日
の

調
印
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
若
い

世
代
が
安
心
し
て
漁
業
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
は
洲

本
市
東
海
岸
の
漁
協
の
一
本
化
を
目
指
し

尽
力
し
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
組
合
長
並
び
に
２
名
の
立
会
人
に
よ

る
調
印
が
な
さ
れ
た
後
、
竹
内
市
長
と
山

田
会
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
組
合
へ
の
期

待
を
込
め
た
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
調
印
式

は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
終
了
後
に
は
、
同
市
内
の
ホ
テ

ル
に
場
所
を
移
し
、
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
炬
口
組
合
長
の
主
催
者
挨
拶
に

引
き
続
き
、
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務

所 

藤
澤 

崇
夫
所
長
の
祝
辞
の
後
、
洲
本

市
農
林
水
産
部 

山
本
部
長
の
発
声
に
よ

る
乾
杯
で
始
ま
っ
た
祝
賀
会
は
、
終
始
和

や
か
な
ム
ー
ド
で
し
た
。

　
今
後
、
両
組
合
は
11
月
17
日
ま
で
に
総

会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
合
併
承
認
な
ど

の
手
続
き
を
経
て
、
来
年
１
月
１
日
に
は

「
洲
本
炬
口
漁
業
協
同
組
合
」
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

大勢に人が詰めかけた初セリに湧く香住漁港

ＪＦ兵庫漁連 但馬支所

松葉ガニ漁 解禁!!
～１匹25万円の過去最高値も～

Ｊ
Ｆ
洲
本
・
Ｊ
Ｆ
炬
口
合
併
仮
契
約
調
印
式

最高値更新となった浜坂漁港

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

ＪＦ兵庫漁連 指導部

兵庫県水産振興議員連盟と
ＪＦ組合長懇談会

　
９
月
30
日
（
月
）、ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
（
神
戸
市
）
に
お
い
て
、『
兵

庫
県
水
産
振
興
議
員
連
盟
と
Ｊ
Ｆ

組
合
長
懇
談
会
』
が
、
Ｊ
Ｆ
組
合

長
と
県
会
議
員
、
関
係
者
ら
約

１
０
０
名
が
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
懇
談
会
は
、
燃
油
価
格
の
高

騰
、
漁
業
後
継
者
の
減
少
、
魚
価

の
低
迷
な
ど
漁
業
者
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
が
山
積
す
る

中
、
水
産
業
の
振
興
を
図
り
、
漁
家
経
営
安
定
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
動
向
と
対
応
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
Ｊ
Ｆ

全
漁
連 

大
森 

敏
弘
常
務
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
巡
る
情

勢
で
は
「
米
国
か
ら
過
剰
漁
獲
を
招
く
と
し
て
、
漁
業
補
助
金
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
で
は
、
漁
業
補
助
金
は
資
源
管
理
を
進
め
る
上

で
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
」
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
、
併
せ
て
、
漁
村
の
活
性
化
や
力
強
い
水
産
業
実
現
の
た
め
の
支
援
策

で
あ
る
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
等
を
中
心
と
し
た
平
成
26
年
度
水
産

庁
概
算
要
求
予
算
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
攻
め
の
漁
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
兵
庫
県
水
産
課 

高
木 

英
男
副
課
長
よ
り
話
題
提
供
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
高
木
副
課
長
は
、
漁
業

の
活
力
が
低
下
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
県
下
各
地
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
水
産
物
直
売
や
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
が
コ
ー
プ
神
戸
や
イ
オ
ン
リ

テ
ー
ル
と
提
携
し
て
行
っ
て
い
る
地
産
地
消
の
取
組
等
を
紹
介
し
、「
今

後
の
漁
業
に
は
魚
を
売
る
努
力
（
＝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
が
今
ま
で
以
上

に
必
要
で
あ
る
。
漁
業
に
は
、
成
長
産
業
と
し
て
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が

あ
る
の
で
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
」
と
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
９
月
24
日
（
火
）
に
県
議
会
へ
請
願
書
を
提
出
し
た
「
新

瀬
戸
内
海
再
生
法
」
制
定
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
懇
談
会

は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
県
議
の
方
々
と
Ｊ
Ｆ
組
合
長
と
の
情
報
交
換
会
と
な
り
、

当
日
の
講
演
テ
ー
マ
を
は
じ
め
と
し
て
地
域
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て

も
活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、盛
会
裡
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

ハイブリッド型ライフ
ジャケット（固型式・膨張式）

モデル：兵庫県内海漁船
　　　  保険組合
　　　  神田 ももこさん

　ライフジャケット非着用者の死亡率は、着用者の
死亡率と比べ「２倍以
上」高くなっています。

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

　JF兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、

一人乗りの漁船の場合、ライフジャ
ケットを着用してください。

海難事故をなくそう！

浮力は十分あり!
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10
月
26
日（
土
）、27
日（
日
）の
両
日
、「
第

33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
︱
く
ま
も

と
」
が
熊
本
県
内
で
開
催
さ
れ
、
同
大
会
に

併
せ
た
物
産
販
売
、
企
画
展
示
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
関
連
行
事
も
含
め
、
約
７
万
人

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
27
日
に
、
熊
本
市
の

県
立
劇
場
で
行
わ
れ
、
会
場
に

は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
は
じ

め
、
全
国
の
水
産
関
係
者
ら
約

１
、５
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
幻
想
的
な
山
鹿
灯
籠
踊
り

の
ス
テ
ー
ジ
で
幕
を
開
け
た
の

ち
、
伊
吹 

文
明
大
会

会
長
（
衆
院
議
長
）
は

「
か
つ
て
水
俣
湾
は
水

銀
に
汚
染
さ
れ
、
多
く

の
人
の
健
康
が
損
な
わ

れ
た
。
二
度
と
こ
の
よ

う
な
悲
劇
を
引
き
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
。
水

俣
の
経
験
を
教
訓
に
、

海
や
河
川
の
環
境
保
全

や
水
産
資
源
保
護
に
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
さ
れ
、
蒲
島 

郁

夫
熊
本
県
知
事
は
「
水

俣
病
が
発
生
し
た
水
俣

湾
は
清
ら
か
で
豊
か
な
姿
を
取
り
戻

し
た
。
大
会
を
通
じ
て
全
国
の
皆
様

に
再
生
し
た
水
俣
の
海
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
功
績
団
体
表
彰
に
続

き
、
両
陛
下
か
ら
漁
業
後
継
者
へ
の
ク
ル
マ

エ
ビ
、
ノ
リ
な
ど
の
お
手
渡
し
が
あ
っ
た
ほ

か
、
有
明
海
地
域
、
八
代
海
地
域
、
天
草
地

域
の
漁
業
後
継
者
夫
妻
と
小
学
生
か
ら
「
く

ま
も
と
海
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
発
信
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
決
議
採
択
で
は
、
岸 

宏

大
会
推
進
委
員
長
（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
）
が

決
議
文
を
朗
読
し
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
採

択
さ
れ
、
最
後
に
蒲
島
熊
本
県
知
事
か
ら
次

期
開
催
県
の
荒
井 

正
吾
奈
良
県
知
事
へ
大

会
旗
が
引
き
継
が
れ
終
了
し
ま
し
た
。

　
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
は
、
大
会
史
上
は

じ
め
て
、熊
本
港
（
熊
本
市
）、埋
立
地
「
エ

コ
パ
ー
ク
水
俣
」（
水
俣
市
）、
牛
深
港
（
天

草
市
）
の
３
か
所
で
の
同
時
開
催
と
な
り
ま

し
た
。エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
の
特
設
会
場
で
は
、

海
上
歓
迎
と
し
て
、
こ
の
地
域
で
漁
に
使
わ

れ
る
「
う
た
せ
船
」
や
、
刺
し
網
漁
船
な
ど

15
隻
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、放
流
行
事
で
は
、

天
皇･

皇
后
両
陛
下
が
カ
サ
ゴ
、
ヒ
ラ
メ
の

稚
魚
を
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

天皇・皇后両陛下ご臨席のもと開催されました（写真提供：ＪＦ全漁連）

第
33 
回 

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
︱
く
ま
も
と

　

～
テ
ー
マ
は「
育
も
う 

生
命（
い
の
ち
） 

か
が
や
く 

故
郷（
ふ
る
さ
と
）の
海
」～

両陛下によるご放流の様子（写真提供：ＪＦ全漁連）

熊本県のキャラクター「くまもん」も登場し盛り上げました。（写真提供：ＪＦ全漁連）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
Ｊ
Ｆ
森
（
森 

義
政
組
合
長
）
と
Ｊ

Ｆ
仮
屋
（
岡
田 

光
司
組
合
長
）
が
農

業
者
と
協
働
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
は

じ
め
て
い
る
「
か
い
ぼ
り
」。
た
め
池

の
栄
養
を
海
へ
流
す
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
貯
水
量
増
加
や
堰
堤
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
ほ
か
、
外
来
魚
の
駆
除
も
行

え
、
農
業
の
み
な
ら
ず
防
災
や
環
境
面

の
効
果
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
10
月
９
日
（
水
）
に
淡
路

市
釜
口
の
「
奈
良
町
池
」
で
行
っ
た

後
、
10
月
24
日
（
木
）
は
同
市
久
留
麻

の
「
新
池
」
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｆ
森
・
仮

屋
の
漁
業
者
や
地
元
農
業
者
ら
約
70

名
が
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
関
係

者
に
よ
る
と
24
日
の
新
池
は
、
約
30
年

ぶ
り
の
「
か
い
ぼ
り
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
水
が
抜

か
れ
、
魚
も
前
日
ま
で
に
他
の
池
に
移
す
な
ど
準
備

さ
れ
た
池
の
底
に
は
約
２
ｍ
も
の
泥
が
堆
積
し
て
お

り
、
漁
業
者
を
中
心
に
ポ
ン
プ
で
の
放
水
と
合
わ
せ

て
、
ジ
ョ
レ
ン
な
ど
の
道
具
を
使
っ
た
手
作
業
で
、

丁
寧
に
池
や
用
水
路
の
泥
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
は
近
く
の
学
習
小
学
校
、
浦
小
学
校
の

３
年
生
が「
か
い
ぼ
り
」の
取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
、

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
池
の
傍
に
は
、
前
日
ま
で
に

獲
れ
た
池
の
コ
イ
、
フ
ナ
な
ど
が
水
槽
に
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
網
で
す
く
っ
た
り
し
て
楽
し
み
な
が
ら
学

ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　
森 

正
安
氏（
Ｊ
Ｆ
森
）は「
こ
の
地
区
か
ら
始
ま
っ

た
協
働
に
よ
る
か
い
ぼ
り
が
島
内
に
広
が
っ
て
い
る

こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
だ
。
今
年
は
２
つ
の
池
で
「
か

い
ぼ
り
」
に
よ
り
多
く
の
ウ
ナ
ギ
が
確
認
さ
れ
た
。

海
と
山
を
繋
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
ウ
ナ
ギ
が
遡

上
し
や
す
い
形
状
の
余
口
（
よ
く
ち：洪
水
吐
の
意
）

に
す
る
な
ど
、
た
め
池
を
も
っ
と
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
き
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
か
い
ぼ
り
」

は
こ
の
後
、
洲

本
市
で
も
予
定

さ
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
学

校
教
育
の
場
に

も
取
り
入
れ
ら

れ
る
な
ど
、
淡

路
島
全
体
の
取

り
組
み
と
し
て

大
き
く
発
展
し

つ
つ
あ
り
、
今

後
の
活
動
に
期

待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

水槽の魚をすくうのに希望者が多数！
（中央は浦川地区ため池・里海保全協議会 谷会長）

２ｍもの泥が堆積していました

（一財）兵庫県水産振興基金

淡路市で「かいぼり」はじまる！
　～10月には２つの池を作業～

用水路では、池からの泥を流しつつ、魚を救出！

放水のため長いホースを引っ張る漁業者の皆さん
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９
月
11
日
（
水
）、兵
庫
県
漁
業
士
会
（
魚

住 

幸
市
会
長
：
Ｊ
Ｆ
育
波
浦
）
が
、
淡
路

市
立
富
島
小
学
校
に
て
４
～
６
年
生
30
名
を

対
象
と
し
た
「
お
さ
か
な
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
同
会
の
魚
食
普
及

活
動
の
一
環
で
淡
路
市
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
、

県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
洲
本
農
林
水
産

振
興
事
務
所
が
協
力
し
て
、
５
年
前
か
ら
淡

路
市
内
の
小
学
校
を

対
象
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
淡
路
の

漁
業
に
関
す
る
講
義

と
干
し
ダ
コ
作
り
を

通
し
て
、
地
元
漁
業

や
水
産
物
に
つ
い
て

学
び
、
自
分
達
の
手

で
実
際
に
生
き
物
を

調
理
し
て
食
べ
る
こ

と
で
、
水
産
物
の
お

い
し
さ
を
知
る
と
と

も
に
、「
食
べ
る
」
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

※ 

以
下
は
講
師
役
の

県
洲
本
農
林
水
産

振
興
事
務
所
水
産

課 

齋
藤 

公
司
さ

ん
の
レ
ポ
ー
ト
で

す
。

　
お
さ
か
な
教
室
の
中
で
も
、
毎
年
子
供
た

ち
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
て
い
る
の
が
干
し

ダ
コ
作
り
で
、
今
年
は
Ｊ
Ｆ
富
島
に
地
元
の

タ
コ
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
私
が
講
師
を

務
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
生
き
た
タ
コ
を
調

理
す
る
の
で
す
が
、
タ
コ
の
活
き
の
良
さ
、

力
強
さ
に
子
供
た
ち
は
笑
っ
た
り
、
格
闘
し

た
り
、
怖
が
っ
て
離
れ
て
し
ま
っ
た
り
と

様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
タ

コ
を
う
ま
く
し
め
る
の
が
講
師
の
見
せ
場
な

の
で
す
が
、
タ
コ
が
元
気
す
ぎ
る
の
か
私
の

元
気
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
、
何
と
も
シ
マ

ら
な
い
出
だ
し
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
講

師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
四
苦
八
苦
し
つ

つ
も
一
所
懸
命
に
取
り
組
む
子
供
た
ち
の
様

子
を
見
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
も
教
え
甲
斐
を

感
じ
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
事
前
練
習
で

は
苦
闘
し
て
い
た
先
生
方
も
、
当
日
は
し
っ

か
り
子
供
た
ち
を
補
助
し
て
下
さ
り
、
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昼

食
に
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
た
こ
飯
や
わ
か

め
ス
ー
プ
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
子
供
た
ち

は
「
待
っ
て
ま
し
た
」
と
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
干
し
ダ
コ
を
満

足
げ
に
見
つ
め
た
り
、
隣
り
と
見
比
べ
た
り

と
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
の
子
供
た
ち
が
今
で

も
と
て
も
印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
多
数
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
漁
業
士
会
や
私
た
ち
の
普
及
活
動
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と
な
り
、
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活
動
で
、

子
供
に
限
ら
ず
多
く
の
人
が
、
自
分
た
ち
で

水
産
物
を
調
理
し
、味
わ
う
こ
と
を
通
し
て
、

「
あ
、
こ
れ
お
い
し
か
っ
た
な
」、「
お
、
こ

れ
食
べ
て
み
よ
う
」、
そ
ん
な
気
持
ち
に
さ

さ
や
か
な
後
押
し
を
で
き
れ
ば
良
い
な
と
思

い
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
普
及
活
動
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

淡
路
市
立
富
島
小
学
校
で「
お
さ
か
な
教
室
」開
催

　

～
齋
藤
講
師
の
体
験
記
～

兵
庫
県
漁
業
士
会

講師の手元に注目が集まります

みんな、隣りの出来栄えが気になります…

「食べる」ことについてしっかりと学べました！
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

（
大
角 

生
馬
会
長
・
Ｊ
Ｆ
坊
勢
：
以
下
、

摂
播
漁
青
連
）
は
、
今
秋
、
２
つ
の
大
学

の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
県
内
産
水
産
加

工
品
の
販
売
を
と
お
し
て
、
水
産
物
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
（
火
）、
西
宮
市
に
あ
る
関

西
学
院
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
関

学
生
協
祭
」で
は
、「
明
石
だ
こ
コ
ロ
ッ
ケ
」

と
「
ネ
ブ
ト
の
か
ら
揚
げ
」
を
販
売
し
ま

し
た
。
今
回
の
参
加
は
、拓
水
７
月
号（
№

６
８
１
）
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
摂
播
漁
青

連
が
、
同
大
文
学
部 

田
和 

正
孝
教
授
と

そ
の
ゼ
ミ
生
と
の
交
流
を
持
っ
た
際
、
大

学
生
協
の
職
員
と
繋
が
り
が
出
来
た
こ
と

か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
当
日
は
、
開
店
当
初
か

ら
多
く
の
学
生
が
店
を
訪
れ
、

摂
播
漁
青
連
の
メ
ン
バ
ー
ら

は
商
品
の
販
売
と
と
も
に
、
兵
庫
の
海

や
魚
に
つ
い
て
話
を
し
、
学
生
ら
は
興

味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
が
旬
の
ア
シ
ア
カ
エ
ビ
、
兵
庫
産
焼

き
海
苔
等
を
使
用
し
、
同
大
学
生
協
と

共
同
開
発
し
た
こ
の
日
だ
け
の
「
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ 

丼
」
を
食
堂
で
販
売
し
た

と
こ
ろ
、
ま
た
た
く
間
に
完
売
し
、
次

回
企
画
へ
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　
11
月
３
日
（
日
）
は
、
神
戸
学
院
大

学
（
神
戸
市
）
の
大
学
祭
に
出
店
し
、

同
じ
く
「
明
石
だ
こ
コ
ロ
ッ
ケ
」、「
ネ

ブ
ト
の
か
ら
揚
げ
」
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
摂

播
漁
青
連
メ
ン
バ
ー
ら
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
学
生
の

ほ
か
、
周
辺
の
住
民
な
ど
の
一
般
客
ら
も
来
店
。

購
入
者
ら
か
ら
は
「
お
い
し
い
」
と
の
声
が
続
々

と
寄
せ
ら
れ
、
改
め
て
県
産
水
産
物
の
良
さ
を
Ｐ

Ｒ
出
来
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
摂
播
漁
青
連
メ
ン

バ
ー
は
、
両
日
と
も
「
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
」
の

活
動
の
説
明
し
、
理
解
を
得
る
と
と
も
に
同
会
員

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
角
会
長
は
「
交
流
の
輪
が
拡
が
っ
た
こ
と
は

嬉
し
い
。
今
後
も
様
々
な
方
面
と
の
繋
が
り
を
持

ち
、
魚
食
普
及
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

摂津播磨地区 漁協青壮年部連合会

テントの前にはたくさんの学生が集まりました

田和教授にもご来店頂きました

２つの大学イベントで
兵庫県産水産物をＰＲ！
　～大学生から好評を博す～

試食でも「おいしい！」と好評でした

神戸学院大学での様子
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兵
庫
県
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
友
好
提
携

は
、
昭
和
38
年
10
月
、
当
時
の
金
井
元
彦
知

事
と
ア
ル
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
知
事
の
調
印
締

結
に
始
ま
り
、
今
年
、
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
て
、
去
る
８

月
19
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
両
県
州
か
ら
関

係
者
約
５
０
０
人
が
出
席
し
、
共
同
声
明
調

印
式
や
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
県
か
ら
は
、
井
戸
敏
三
知
事
を
総
団

長
に
各
界
関
係
者
ら
全
15
団
、
約
２
５
０
名

が
参
加
し
同
州
民
と
と
も
に
50
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。
県
事
務
局
か
ら
、
広
範
な
県
民
の

参
画
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
民
と
の
草
の
根

交
流
を
通
じ
て
両
県
州
の
絆
を
一
層
深
め
よ

う
と
の
呼
び
か
け
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
か

ら
代
表
団
の
派
遣
が
あ
り
、当
基
金
も
、（
公

財
）
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
の
要
請
を
受
け

て
、
兵
庫
県
民
交
流
団
（
団
長：戸
田
氏
懿
）

の
一
員
と
し
て
理
事
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
県
民
交
流
団
は
、
８
月
17
日
（
土
）
か

ら
24
日
（
土
）
ま
で
の
８
日
間
、
ワ
シ
ン
ト

ン
州
で
の
記
念
事
業
や
州
民
と
の
会
食
会
な

ど
草
の
根
交
流
を
は
じ
め
、
世
界
遺
産
グ
ラ

ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
観
光
な
ど
貴
重
な
体
験
を

し
て
き
ま
し
た
。

　
友
好
提
携
50
周
年
記
念
共
同
声
明
調
印
式

は
、
19
日
午
後
、
州
都
オ
リ
ン
ピ
ア
の
州
議

事
堂
上
院
議
場
で
行
わ
れ
た
。
式
辞
で
、
イ

ン
ズ
リ
ー
州
知
事
は
、
米
国
の
州
と
日
本
の

県
の
友
好
提
携
で
は
最
も
歴
史
が
長
い
関
係

を
喜
び
と
し
て「（
両
県
州
は
）文
化・教
育・

商
業
な
ど
相
互
協
力
で
恩
恵
を
得
て
い
る
。

当
時
の
ロ
ッ
セ
リ
ー
ナ
知
事
と
金
井
知
事
は

先
見
の
明
が
あ
っ
た
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
ま

た
、
井
戸
知
事
は
「
18
年
前
の
阪
神
淡
路
大

震
災
、
12
年
前
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
、
２

年
前
の
東
日
本
大
震
災
な
ど
、
大
き
な
苦
難

に
直
面
し
た
両
県
州
民
は
、
お
互
い
を
支
え

合
い
、
励
ま
し
合
い
、
勇
気
づ
け
合
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
心
と
心
の
絆

は
、
ま
さ
に
両
県
州
を
結
ぶ
架
け
橋
だ
。
今

日
の
調
印
式
を
契
機
に
、
さ
ら
に
友
好
の
絆

を
深
め
た
い
」
と
述
べ
、
イ
ン
ズ
リ
ー
知
事

と
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式

典
の
中
で
、
貝
原
俊
民
前
知
事
に
ワ
シ
ン
ト

ン
州
名
誉
市
民
賞
が
イ
ン
ズ
リ
ー
知
事
か
ら

授
与
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
、
厳
粛
に
し
て
和

や
か
な
記
念
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
議
事
堂

前
広
場
で
行
わ
れ
た
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
ス
テ
ー
キ
や
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
巻
寿
司
、
ケ
ー
キ
、
ワ
イ
ン
な

ど
で
も
て
な
さ
れ
、
両
県
州
民
の
草
の
根
交

流
は
言
葉
が
通
じ
な
い
と
こ
ろ
は
ボ
デ
ィ
ア

ク
シ
ョ
ン
で
カ
バ
ー
す
る
な
ど
、
温
か
く
思

い
出
に
残
る
交
歓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
調
印
式
な
ど
公
式
行
事
を
終
え
た
県
民
交

流
団
一
行
23
名
は
、
20
日
（
火
）、
空
路
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
に
移
動
し
世
界
遺
産
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
癒
し
の

街
で
人
気
の
セ
ド
ナ
の
観
光
へ
向
か
い
ま
し

た
。
砂
漠
と
赤
茶
に
切
り
立
つ
山
、
深
く
切

れ
込
む
大
峡
谷
、
今
に
も
谷
間
か
ら
ジ
ョ
ン

ウ
エ
イ
ン
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
追
わ
れ
る
駅

馬
車
と
と
も
に
で
走
り
出
て
く
る
の
で
は
？

と
錯
覚
し
そ
う
な
大
自
然
を
目
の
当
た
り

に
、
只
々
感
動
の
み
。
そ
し
て
22
日
、
団
員

各
位
の
日
頃
の
精
進
の
賜
物
か
、
旅
は
天
気

に
恵
ま
れ
故
障
者
も
な
く
順
調
…
に
感
謝
し

な
が
ら
、最
終
地
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
向
か
う
も
、

バ
ス
が
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
。
日
没
と
砂
漠

の
真
っ
只
中
に
不
安
を
感
じ
つ
つ
、
救
援
バ

ス
を
待
つ
。
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
旅
の
最
後

は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
…
の
期
待
（
？
）
は
ガ
ッ

カ
リ
消
沈
。
午
前
４
時
ホ
テ
ル
出
発
で
滞
在

時
間
は
僅
か
４
時
間
、
ベ
ッ
ト
す
ら
使
用
し

な
か
っ
た
人
も
あ
り
、
最
後
は
慌
た
だ
し
く

帰
国
の
途
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
、
基
金
か
ら
参
加
し
た
の
は

中
川
照
央
理
事
（
Ｊ
Ｆ
室
津
）、
前
田
若
男

理
事（
Ｊ
Ｆ
福
良
）、戸
田
氏
懿
専
務
理
事（
基

金
）
の
３
名
。
シ
ア
ト
ル
で
、
他
の
団
員
と

別
行
動
し
北
米
最
大
の
シ
ア
ト
ル
漁
港
見

学
、
マ
ル
ハ
・
ニ
チ
ロ
現
地
法
人
訪
問
、
東

京
に
も
劣
ら
な
い
と
い
う
寿
司
店「
シ
ロ
ー
」

な
ど
を
訪
れ
、
資
源
保
護
優
先
の
ラ
イ
セ
ン

ス
制
度
や
水
産
動
向
な
ど
も
限
ら
れ
た
時
間

で
し
た
が
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
友
好
提
携 

50  
周
年
記
念
事
業

 
「
兵
庫
県
民
交
流
団
」ワ
シ
ン
ト
ン
州
を
訪
問

　

 
水
産
団
体
か
ら
も
３
名
が
参
加

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

調印式を終えて、井戸知事との記念撮影

シアトルの漁港で地元漁師の話を聞く

シアトルのフィッシュマーケットにて
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「
幅
広
い
視
野
を

持
っ
た
将
来
の
水
産
業

界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

人
材
育
成
」
を
目
標
に

様
々
な
研
修
・
講
義
を

行
っ
て
い
る
同
塾
は
、

毎
年
、
こ
の
時
期
に
修

了
・
入
塾
式
が
執
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
10
月
22
日
（
火
）、

兵
庫
県
水
産
会
館
に
お

い
て
「
大
輪
田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式
」
が
行
わ
れ
、

本
年
度
は
７
期
生
４
名
が
修
了
す
る
と
と
も
に
、新
入
生（
９

期
生
）
と
し
て
過
去
最
多
の
９
名
が
入
塾
し
ま
し
た
。

　
山
田 

隆
義
塾
長
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
会
長
）、
県
農
林
水
産

局 

三
浦 

恒
夫
局
長
を
は
じ
め
、
同
塾
運
営
委
員
、
県
・
系

統
役
職
員
な
ど
約
50
名
が
出
席
す
る
な
か
、
修
了
式
で
は
、

修
了
生
が
一
人
ず
つ
山
田
塾
長
か
ら
修
了
証
書
を
手
渡
さ

れ
、「
決
意
の
言
葉
」
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
８
期
生 

魚 

裕
之
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
一
宮
町
）
か
ら
の
「
送
る
言
葉
」
を

受
け
た
７
期
生
は
決
意
を
新
た
に
卒
塾
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
体
調
不
良
の
た
め
式
を
欠
席
さ
れ
た
福
島 

寛
之

さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
五
色
町
）
に
は
、
11
月
１
日
（
金
）
Ｊ
Ｆ
五
色

町
事
務
所
に
お
い
て
戸
田 

氏
懿
事
務
局
長
（
当
基
金
専
務
）

よ
り
本
人
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
入
塾
式
で
は
、
新
入
生
代
表
の
松
本 

久
進
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
西
二
見
）
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
、

８
期
生 

赤
松 

克
司
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
但
馬
）
か
ら
歓
迎
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
関
西
学
院
大
学
文
学
部 

田
和 

正
孝
教

授
に
よ
る
記
念
講
演
「
挑
戦
す
る
大
輪
田
塾
」
が
行
わ
れ
、

塾
生
は
当
塾
設
立
の
経
緯
や
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
、
今
後

の
展
開
な
ど
を
聞
き
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
よ
う
で
す
。

　
７
期
生
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
９

期
生
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま
す
。

平
成
25
年
度 

大
輪
田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式 

開
催

　

～
入
塾
生
は
過
去
最
多
の
９
名
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

修了生の紹介
氏　　名 所　　　属 漁業種類

上田　章太 ＪＦ坊勢 漁協職員
東根　大介 ＪＦ淡路島岩屋 船曳網
福島　寛之 ＪＦ五色町 サワラ流し網、タコつぼ
山崎　栄祐 ＪＦ五色町 漁協職員

入塾生の紹介
氏　　名 所　　　属 漁業種類

松本　久進 ＪＦ西二見 ノリ養殖・一本釣り
竹中　太作 ＪＦ坊勢 小型底曳網
中田　耕司 ＪＦ津名 小型底曳網
福谷　信之 ＪＦ津名 小型底曳網
相田　欽司 ＪＦ仮屋 小型底曳網
清水　将矢 ＪＦ福良 漁協職員
中村　吉志 ＪＦ浜坂 漁協職員
山田　　純 ＪＦぎょさい兵庫 団体職員
井田　　覚 兵庫県内海漁船保険組合 団体職員

（敬称略・順不同）

修了生の記念撮影
（前列左から：播磨組合長、山崎さん、山田塾長、三浦局長、東根さん、上田さん）

入塾生の記念撮影
前列左から： 福谷さん、中田さん、山田塾長、三浦局長、

竹中さん、松本さん
後列左から： 相田さん（４番目）、井田さん（６番目）、

中村さん（８番目）、清水さん（10番目）、
山田さん（12番目）

修了証書を手にする福島さん（前列右）



11

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　ＥＵ（欧州連合）全域に販路をもつモナコ食肉

卸商社「ジラウディ社」のエルミーニョ会長とリカ

ルド社長が、このほど全農兵庫県本部直営レスト

ラン「神戸プレジール」に来店し、神戸ビーフのＥ

Ｕ輸出に向けて「神戸肉流通推進協議会」（事務局：

全農兵庫県本部）への加盟に調印しました。

　神戸ビーフを取り扱うには、畜産農家・販売業

者などで構成される神戸肉流通推進協議会への加

盟が必要です。今回の加盟により、同社はＥＵの

輸出手続きが完了次第、ＥＵ全域での神戸ビーフ

の販売が可能となります。

　調印後は、加盟店の印である神戸ビーフの盾が、

同協議会の平井副会長からエルミーニョ会長に手

渡されたほか、店内で神戸ビーフのサーロイン・フィ

レ・イチボ・ミスジ・ラムシンの各部位の鉄板焼き

特別料理を味わい、「これまで食べたどの肉よりも

おいしい。この神戸ビーフのおいしさをEU全域に

伝えたい」と話されました。

　昨年２月以降、神戸ビーフはマカオ・香港・タイ・

アメリカ・シンガポールの５ヵ国に輸出されており、

今後、ＥＵに進出することで、さらにブランド価値

が高まることが期待されています。

　兵庫県生活協同組合連合会の会員生協の尼崎医療
生協と神戸医療生協は、発災以来、宮城県山元町を
中心に継続的な生活支援活動、地域コミュニティの
復旧、復興をめざして活動しています。兵庫県生協
連では、９月20日（金）～21日（土）、山元町仮設
住宅での支援活動に、コープこうべ、宝塚医療生協、
姫路市民共済生協から各１名と事務局として兵協連 
三宅 康平 専務理事の４名が参加しました。
　20日夜、出発。尼崎医療生協が職員を派遣してい
る「みやぎ虹の架け橋復興支援センター」に到着し
たあと、常駐されている尼崎医療生協の職員の方と
打ち合せを行ない、被災地支援の取り組みＤＶＤを
鑑賞し、これまでの支援活動について学びました。
　翌朝、山元町の旧ＪＲ山下駅、中浜小学校を視察。
大阪きづがわ医療福祉生協の支援活動チームと合流
し、各仮設住宅での健康チェック・体操・茶話会で
活動しました。午後は山元町花釜地区の被災者宅に
約40人が集合。みやぎ県南医療生協の「男の料理
教室」に合流し、焼き秋刀魚などをいただきながら、
震災当時のお話を伺いました。その後、仙台市若林
区荒浜、名取市閖上を視察し帰途につきました。参
加者からは、「浸水や塩害という被害もあり、現地
の方が津波の被害を“水害”と表現されていたこと
が印象に残りました」「今まで気づかなかった問題
や現状が分かり、これからの情報にも敏感になれる。
これが“現地へ行く”意義だと思う」「『遠いところ
から来ていただき本当にありがたい』と言っていた
だき、交流も十分支援になるのだと感じました」な
ど、息の長い支援活動を継続することの大切さを実
感しました。

「神戸プレジール」で
行われたＥＵ輸出に

向けての調印式

兵協連
「東日本被災地支援活動」

で交流

神戸ビーフの盾を手に記念撮影
（リカルド社長、エルミーニョ会長、平井副会長（左から））

◀ 健康チェックの
あとはミニゲーム
を楽しみました

みやぎ県南医療生協の方 と々一緒に活動しました
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百種菜園（Ⅲ）
◆
菜
園
で
の
野
菜
作
り
は
、
子
育
て
の
延
長
の
よ
う
な
も
の
だ
。
子
供
と
野
菜

を
同
じ
レ
ベ
ル
で
考
え
る
の
は
可
笑
し
い
が
、
そ
の
難
儀
さ
は
子
育
て
に
通

じ
る
所
が
あ
る
。放
任
し
て
も
過
保
護
に
し
て
も
、余
り
良
い
結
果
に
な
ら
ず
、

健
全
に
野
菜
を
育
て
る
に
は
、
小
ま
め
な
世
話
が
必
要
な
の
だ
。
野
菜
の
性
質

に
合
わ
せ
施
肥
に
は
、
先
人
ら
も
大
い
に
苦
労
し
て
い
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ

ス
は
超
の
つ
く
ほ
ど
窒
素
・
リ
ン
酸
・
加
里
を
多
量
に
施
し
て
良
い
が
、
サ

ツ
マ
イ
モ
は
窒
素
が
多
い
と
駄
目
で
、
窒
素
を
少
な
く
加
里
を
増
や
す
。
豆
類

も
肥
料
過
多
で
は
花
を
着
け
る
の
を
忘
れ
て
仕
舞
う
。
こ
う
し
た
肥
加
減
は
、

経
験
を
積
ま
な
け
れ
ば
把
握
が
難
し
い
。
出
来
得
る
か
ぎ
り
無
農
薬
で
育
て

る
の
を
基
本
と
し
て
い
る
。

◆
無
農
薬
を
前
提
と
し
て
は
い
る
が
、
病
害
や
大
量
発
生
し
た
害
虫
に
は
薬

品
の
力
が
必
要
に
な
る
。
タ
マ
ネ
ギ
は
ベ
ト
病
に
見
舞
わ
れ
る
し
、
大
豆
に
来

る
カ
メ
ム
シ
に
も
泣
か
さ
れ
る
。
病
気
に
罹
っ
た
株
は
早
め
の
廃
棄
が
い
い

が
、
植
え
た
殆
ど
が
罹
患
す
れ
ば
お
手
上
げ
で
収
穫
を
諦
め
る
し
か
な
い
。
病

株
を
見
つ
け
た
ら
素
早
く
対
応
、
殺
菌
剤
と
殺
虫
剤
を
混
合
し
展
着
剤
を
少

量
加
え
て
効
果
を
上
げ
る
。
手
段
を
講
じ
て
天
命
を
待
つ
の
心
に
な
る
。
種
蒔

き
の
時
期
さ
え
大
き
く
外
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
成
果
が
得
ら
れ
る
。
多

く
収
穫
し
た
い
な
ら
ば
、
養
分
補
給
の
た
め
、
追
肥
や
土
寄
せ
作
業
を
怠
ら
ぬ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◆
百
種
類
の
う
ち
、
南
国
生
ま
れ
の
野
菜
も
多
い
。「
食
用
ホ
オ
ズ
キ
」は
寒
く

な
る
直
前
に
花
が
咲
き
、
霜
に
遭
っ
て
大
概
は
未
熟
な
果
実
で
食
べ
ず
に
終

わ
り
、「
シ
カ
ク
マ
メ
」や
「
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
」も
降
霜
前
に
収
穫
を
終

え
る
。
枯
ら
し
て
栽
培
を
諦
め
た
種
類
も
多
い
が
、
タ
ネ
採
取
の
た

め
工
夫
す
る
楽
し
み
は
あ
る
。「
ヤ
ー
コ
ン
」の
故
郷
は
南
米
ア
ン

デ
ス
高
地
で
あ
る
が
作
り
易
く
、
サ
ツ
マ
イ
モ
大
の
塊
根
が
鈴
な

り
に
な
る
。
土
色
の
塊
根
は
外
観
が
悪
く
野
暮
っ
た
く
、
蒸
し
て
も

焼
い
て
も
不
味
く
当
初
は
持
て
余
し
た
。
何
故
か
と
調
べ
た
ら
、
水

分
が
多
く
デ
ン
プ
ン
を
殆
ど
含
ま
ぬ
と
あ
り
、
成
分
の
フ
ラ
ク
オ

リ
ゴ
糖
や
食
物
繊
維
が
多
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
向
き
野
菜
だ
と
い
う
。

生
で
サ
ラ
ダ
・
油
炒
め
が
良
い
と
知
る
。
ア
ン
デ
ス
で
は
栽
培
歴

が
古
く
、
果
物
（
梨
の
味
）と
し
て
利
用
す
る
そ
う
だ
。

◆
畑
に
草
が
生
え
る
の
は
当
然
の
姿
で
、
常
に
除
草
の
気
構
え
が

必
要
で
あ
る
。
雑
草
と
機
嫌
良
く
付
き
合
う
に
は
、
ま
ず
名
前
を
覚

え
、
花
期
が
い
つ
か
、
繁
殖
方
法
は
ど
う
か
等
、
相
手
を
熟
知
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
図
鑑
が
あ
れ
ば
直
ぐ
に
も
判
る
が
、
敵
を

知
る
こ
と
は
兵
法
で
も
最
重
要
で
あ
る
。
昨
今
は
ハ
マ
ス
ゲ
・
コ

ヒ
ル
ガ
オ
・
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
と
格
闘
を
し
て
い
る
。
此
れ
ら

を
退
散
さ
せ
、
悠
々
と
野
菜
を
育
て
て
や
り
た
い
と
思
う
。
す
く
す

く
育
つ
野
菜
類
を
見
守
る
の
は
、
子
供
の
成
長
を
見
て
る
よ
う
で

実
に
楽
し
い
。

ス
ス
キ
の
原

　ＪＦ但馬・ＪＦ浜坂、水産加工業者、商工会青年部員、観光業者、そしてＪＦ兵庫漁連但馬支所、県但馬水産事務所、
県但馬水産技術センターで構成される「たじまのさかな」新商品・新メニュー開発推進チームは、魚食普及活動の一
環として鳥取県で開催された「とっとりバーガーフェスタ 2013 全国ご当地バーガーグランプリ」に出展し、ニギスバー
ガーこと「たじまにＫｉｓｓ　Ｍｅバーガー」の販売をしました。
　10 月 13 日（日）、14 日（月）に行われた同フェスタには、全国各地から 38 チームが参加し、出展者の地域にち
なんだ食材を使った美味しそうなバーガーが並びました。審査は、地域 PR 活動等のプレゼンテーション審査と来場
者の投票で行われ、上位 10 チームの他に地域ＰＲ賞等が授与されます。同チームは、来場者に水産業の現状を伝え、

但馬産や兵庫県産水産物を使った食事メニュー
をＰＲしつつ、目標個数 200 個を上回る 311
個を販売しました。また、併せて販売したニギ
スカツも「おいしい」と好評を得ることが出来
ました。
　審査の結果、残念ながら受賞は逃しましたが、
来場者に水産業の厳しい現状を知ってもらい、
魚を使った食事に少しでも興味を持ってもらえ
たと思っています。
 （兵庫県但馬水産事務所　水田 章）

「全国ご当地バーガーコンテスト」にニギスバーガーで出展
但馬水産事務所

目標達成に笑顔のスタッフの皆さん ニギスの知名度アップに期待
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